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茨城県議会議事堂平成20年第4回定例会の様子
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2009年 迎春
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葉
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衛

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

平
成
二
十
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
三
日
か
ら

十
二
月
十
八
日
ま
で
十
六
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

議
案
は
、
知
事
か
ら
中
小
企
業
融
資
の
拡
充
や
公
共

事
業
の
追
加
な
ど
緊
急
総
合
経
済
対
策
を
内
容
と
す
る

平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
出
先
機
関
を

再
編
す
る
茨
城
県
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
、
議
員
か
ら
茨
城
県
議
会
議
員
の
定
数
並
び

に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員

の
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
五
面
）

や
茨
城
空
港
の
活
用
に
関
す
る
意
見
書
（
三
面
）
な
ど

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
県
立
中
央
病
院
で
の
院
内
助
産
所
の

開
設
、
特
定
外
来
生
物
ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ
対
策
、
首
都
圏

計
画
策
定
へ
の
考
え
、
圏
央
道
の
整
備
見
通
し
、
Ｔ
Ｘ

沿
線
で
の
遊
び
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
常
陸
大
黒
の
県
北

で
の
名
産
品
化
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。（
二
・
三
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審
議
と
そ
の
他
所

管
事
務
に
関
す
る
質
疑
を
行
い
、
茨
城
空
港
就
航
対
策
、

国
民
文
化
祭
の
成
果
の
活
用
策
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
、
本
県
農
産
物
な
ど
の
販
売

状
況
、
道
路
の
課
題
現
況
調
査
結
果
の
活
用
策
、
高
齢

者
交
通
死
亡
事
故
対
策
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。（
四

面
）

　

安
心
で
き
る
食
の
確
保
や
提
供
等
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
は
、
県
民
の
食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
等
に

向
け
活
発
に
議
論
し
ま
し
た
。（
五
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審
査
の
ほ
か
、

労
働
分
配
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
、
雇
用
対
策
と
中
小

企
業
の
支
援
、
農
業
振
興
の
た
め
の
関
係
機
関
の
連
携
、

養
護
学
校
新
設
も
視
野
に
入
れ
た
教
室
不
足
の
解
消
、

乳
幼
児
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
の
拡
充
、
地
方
財
政
制

度
の
問
題
点
な
ど
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
決
算
特
別

委
員
会
は
、
巨
額
の
財
源
不
足
を
踏
ま
え
た
来
年
度
の

予
算
編
成
方
針
、
法
令
な
ど
に
基
づ
く
県
の
監
査
・
検

査
業
務
の
あ
り
方
な
ど
の
質
疑
を
行
い
、
平
成
十
九
年

度
県
公
営
企
業
会
計
決
算
と
同
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
係
る
審
査
結
果
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。（
七
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、
報
告
、

意
見
書
、
請
願
な
ど
四
十
七
件
の
議
案
な
ど
が
可
決
、

同
意
、
認
定
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
日
頃
か
ら
茨
城

県
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
の
第
四
回
定
例

会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
第
百

代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と

も
に
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　

現
在
我
が
国
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
な

ど
社
会
構
造
の
急
激
な
変
化

に
伴
い
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
お
り
、
状
況
打
開
の
一

方
策
と
し
て
、
地
方
分
権
改

革
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

分
権
改
革
に
よ
り
地
方
へ

の
権
限
移
譲
や
自
己
決
定
権

の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
す
と
、

地
方
議
会
の
役
割
も
ま
す
ま

す
大
き
く
な
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

本
県
議
会
で
は
、
行
政
の
監

視
機
能
の
一
層
の
強
化
や
政

策
提
言
機
能
の
強
化
を
図
り
、

議
会
活
動
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

私
ど
も
県
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、「
実
り
あ
る
ふ
る

さ
と
を
創
る
県
議
会
」を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
、
三
百
万
県
民

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
県
民
の
皆
様
の
な
お

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

清
々
し
い
平
成
二
十
一
年
の

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
十
八
日
の
定

例
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
百

二
代
副
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
県
勢
発
展
の
た
め
、

葉
梨
議
長
を
補
佐
し
円
滑
な

議
会
運
営
に
最
善
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
県
政
世
論
調
査
に

よ
り
ま
す
と
、
県
民
の
半
数

近
く
の
方
が
「
生
活
は
苦
し

く
な
っ
た
」
と
感
じ
て
お
り
、

本
県
経
済
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
雇
用
対
策
や
中

小
企
業
の
支
援
強
化
な
ど
を

適
時
適
切
に
実
施
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
交
付
税
の
大
幅
削
減
な

ど
に
よ
り
、
本
県
の
財
政
状

況
は
、
県
政
史
上
ま
れ
に
見

る
危
機
的
な
局
面
に
追
い
込

ま
れ
て
お
り
、
今
後
の
本
県

の
飛
躍
の
た
め
に
、
確
固
た

る
行
財
政
基
盤
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
食
の
安
全
や
医

療
・
福
祉
の
充
実
、
霞
ヶ
浦

や
森
林
の
保
全
な
ど
、
将
来

に
わ
た
る
安
全
安
心
な
県
民

生
活
の
実
現
や
、
高
速
道
路

や
空
港
な
ど
の
発
展
基
盤
を

県
内
産
業
の
振
興
に
結
び
つ

け
、
県
民
生
活
の
向
上
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
、
ご
活
躍
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

今
定
例
会
の
概
要

県
勢
発
展
の
た
め

　
　

円
滑
な
議
会
運
営
を

実
り
あ
る

　
　

ふ
る
さ
と
を
創
る
県
議
会


